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令和 4年第 10回教育委員会会議 
１ 日 時  

令和 4 年 7 月 21 日(木) 

開会 13 時 30 分 

閉会 13 時 43 分 

 

２ 場 所  

県庁行政庁舎 17 階 教育委員会室 

 

３ 出席者 

  北野喜樹教育長、新屋長二郎委員、新家久司委員、眞鍋知子委員、高野勝委員、 

浅蔵一華委員 

 

４ 説明のため出席した職員 

  中山隆志教育次長、塩田憲司教育次長、金子俊一教育次長、太田大樹庶務課長、

岡橋勇侍教職員課長、北島公之学校指導課長、岩木智子生涯学習課長、辻󠄀江冬樹文

化財課長、居村吉記保健体育課長 

 

５ 報告事項 

  報告第 1 号 令和 5 年度石川県立盲学校・ろう学校寄宿舎指導員採用候補者選考試

験の実施について 

  報告第 2 号 「いしかわ師範塾」第 10 期生学生クラス標準コースの募集結果につい

て 

 

６ 審議の概要 

  ・開会宣告 

    北野教育長が開会を告げる。 

 

・質疑要旨 

    以下のとおり。  
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報告第１号 令和 5 年度石川県立盲学校・ろう学校寄宿舎指導員採用候補者選考試験

の実施について（岡橋教職員課長説明） 

 

昨年度、３２年ぶりに実施しました盲学校・ろう学校の寄宿舎指導員採用候補者選

考試験について、今年度も実施いたします。採用数については、今後の退職状況を踏

まえ、若干名とします。寄宿舎指導員の職務内容は、寄宿舎における児童又は生徒の

日常生活上の世話及び学習指導や生活指導に従事するものであります。募集期間は８

月１６日（火）から９月２日（金）までとし、選考試験は、県立金沢西高等学校にお

いて、一般知識及び特別支援教育に関する基礎的な専門知識を問う総合教養と寄宿舎

指導員としての意欲、適性等をみる作文を含めた筆記試験、適性検査及び個人面接を

１０月２日（日）に実施することとしております。選考結果の通知につきましては、

１０月２８日（金）に発送し、併せて、同日の午後３時に県教育委員会のホームペー

ジに掲載することとしており、しっかりと能力・資質を見極めて採用決定したいと考

えております。 

 

【質疑】 

（眞鍋委員） 

寄宿舎指導員の方は、寄宿舎で生徒と一緒に住むのでしょうか。 

 

（岡橋教職員課長） 

一緒に住む訳ではありませんが、常時、必ず寄宿舎指導員が寄宿舎にいるようにし

ています。児童生徒が寝ている時であっても、寄宿舎指導員がいるという実態になっ

ています。 

 

（眞鍋委員） 

何名かいらっしゃって、交代で勤務されるということでしょうか。 

 

（岡橋教職員課長） 

そのとおりです。 

 

（北野教育長） 

自宅から通勤して、泊まっています。それを交代で勤務しています。 
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報告第２号 「いしかわ師範塾」第 10 期生学生クラス標準コースの募集結果につい

て（北島学校指導課長説明） 

 

７月３０日に開講する「いしかわ師範塾」学生クラス標準コースにつきましては、６

月１日から募集を開始し、７月１日に締め切りました。募集結果について、その概要を

報告させていただきます。まず、「１ 受講申込者」ですが、昨年度比、プラス８人の

１６３人の受講申込みがありました。平成２５年度の設立時は、受講生９５人でのスタ

ートでしたが、年々増加し、１０年目の節目となります今回は、スタート時の約１.７

倍に当たる過去最多の受講申込者数となっております。 

次に「２ 標準コースの概要」でございますが、（１）から（３）にありますように、

本県の公立学校教員を目指す大学３年生と大学院１年生を対象に、７月３０日から翌年

６月２４日まで、毎月１回、主に土曜日に全１２回開講し、講義・演習など全３３講座

を実施することとしております。また、少人数による模擬授業の講座を毎回実施するこ

とに加えて、県内の公立小・中・高等学校で教育活動を体験する学校現場での実習など

も実施することとしております。なお、昨年度の新卒の教員採用試験の合格者１５１名

のうち、師範塾出身者は１１０名と約７３％となっているところであり、学校現場から

の師範塾出身の新採教員への評価は、総じて高いものとなっているところであります。

いしかわ師範塾では、今後も、塾頭以下１７名の経験豊かな指導員が、本県の教育水準

の維持向上を図るため、教員を目指す学生などに対して、より実践的な方法で、教員と

しての心構えや授業の基礎を教え、即戦力として教育現場で活躍できる人材の養成に取

り組んでまいりたいと考えております。 

 

 

【質疑】 

（新屋委員） 

受講申込が過去最多になったことは、非常に喜ばしいと思います。１６３名のう

ち、小学校志望などの内訳は分かりますか。また、合格者１５１名のうち１１０名が

師範塾出身とのことでしたが、これは小学校の教員の話でしょうか。 

 

（北島学校指導課長） 

受講申込者１６３名の内訳ですが、小学校志望が１０５名、中学校・高校志望が５

５名、栄養教諭志望が３名です。 

 

（金子教育次長） 

合格者については、大学を卒業したばかりの新卒者の合格者が１５１名で、そこに

占める師範塾出身者が１１０名で７３％となっています。 

 

（新家委員） 

良い、悪いという話ではなく、この内容については新聞にも出ていましたが、金沢

学院大の生徒さんが一番多いという記事が出ていました。これは推測ですが、昔は金

沢大学が一番多かったのかなと思います。金沢大学との連携を最近されている中で、
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少しさみしいなと思っていまして、金沢大学の教職課程にも、もっと PR をされたら

よいのではないかなと思います。 

 

（岡橋教職員課長） 

PR については、ご指摘のとおり、もっともっとしていく必要があると考えており

ます。金沢大学と県教育委員会での連携はずっと昔からしておりまして、その一環と

して、先日も行いましたが、学校教育学類の方と県教育委員会との懇談会なども実施

しています。今後とも連携を進めていきたいと思います。 

 

（新家委員） 

いろいろと知恵を絞っていただいて進めてください。よろしくお願いします。 

 

 

・閉会宣言 

北野教育長が閉会を告げる。 


